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Abstract：It is essential to acquire piano skills in the nursery teacher training course, kindergarten, 
elementary school teacher training course. Because, in the secondary examination of nursery teacher 
recruitment test and teacher recruitment exam, many municipalities have practical test by piano 
performance or playing singing. It is an important element of comprehensive judgment related to 
recruitment. In order to master the piano skills necessary for taking an examination for recruitment 
exams, you need to take an instrumental exercise lesson and self-practice. At university facilities, it 
is essential that you can practice the piano at any time. Using the Piano Self Study Room at the Arts 
Center is a shortcut to mastering piano techniques. How do students use the environment of this 
privileged piano study room? Analyze the usage history data for the past three years and consider it 
from various viewpoints based on the piano study room use situation question paper survey result.
キーワード：保育士，教員養成，ピアノ，個人練習，学内施設




































































































































































































































































































































































選択肢 教育経営 体育 こども発達
保育士 － － 80.2
幼稚園教諭 4.8 2.4 78.1
小学校教諭 97.5 92.6 22.9
中・高体育教諭 22.7 39 11.4

















30分以内 30～60分 90～120分 120分以上
週３～４回 1 1 － －
週１～２回 1 21.4 8.1 3


































アップライトピアノ 8人 1人 4人
グランドピアノ 2人 1人 0人
電子ピアノ 38人 4人 2人
キーボード・電子オルガン 19人 7人 3人
　ピアノ所有について，他学科と比較して，こども発
達学科にピアノ所有者が多いことがわかった。質問紙
調査回答者結果から69.7％の学生が鍵盤楽器を所有し
ており，ピアノを練習する環境が整っている。その中
には学生寮の共有電子ピアノも含まれていると考えら
れるが，生活環境にピアノがあることは，ピアノを学
習する上で非常に優位なことである。
Ⅳ　まとめ
　本研究は，過去３年間分の芸術センターピアノ独習
室利用履歴データの調査，考察結果から，器楽演習履
修者により多少数値に差は生じるが，学科，学年，年
代別に利用者数に差異があることが明らかとなった。
　ピアノ独習室利用者が多い年代，学年は，器楽演習
授業進度，進捗状況も良く，採用試験受験者数，採用
試験合格者数に比例しているのではないかということ
が推測できる。
　保育士，教員採用試験等で要求されるピアノ弾き歌
い技術は，器楽演習を履修することにより効率的に学
修ができるが，この技術習得には，予習，復習が欠か
せない。幼少時よりピアノを習ってきた学生でさえも
採用試験で要求される，ピアノを弾きながら歌うとい
う表現は容易ではない。この予習，復習には，歌唱練
習が伴う。これを自宅や寮の電子ピアノでヘッドフォ
ンを使用する練習では，歌唱練習の妨げとなる。
　ピアノ独習室では，アップライトピアノを完備して
おり，生のピアノ音量に合わせた，大きな声で歌唱練
習が可能である。実習や採用試験合格に向けた，ピア
ノ独習室での練習は必要である。
　保育士，教員を目指す学生には，学内施設利用を促
し，主体的にピアノ自主学習を行う習慣を身に付ける
ことが採用試験合格の鍵となる。器楽演習授業にお
いて，指導教員が学生に周知徹底，指導する必要があ
る。
Ⅴ　今後の課題
　本研究の調査結果から，ピアノ予習，復習の取り組
み状況が明らかとなり，各学年の現状，実態を把握す
ることで，カリキュラムの精査，検討，改善，ピアノ
技術指導法，教材研究，教材開発の基となる貴重な
データ収集ができた。このデータを基に，更なる教材
研究，指導法を確立し，本学器楽演習における，グ
ループレッスン形態を完成させたいと考える。
　本研究結果から，こども発達学科に関しては，ピア
ノ経験者，未経験者の割合は，毎年様々であることが
明らかとなった。ピアノ未経験者でも安心して学習で
きる内容，授業の環境づくりが必要であり，ピアノを
学習することで音楽表現の楽しさ，素晴らしさを体感
し，保育で生かせることのできる保育者を育成してい
かなければならない。学生がピアノ技術習得のため，
施設を有効活用できるよう，更なる調査，研究を行
い，今後，ピアノ独習室を一人でも多くの学生が利用
し，保育士資格，教員免許取得，採用試験突破に向け
て，目標達成ができるようサポートしたいと考える。
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